
東北の雑草 11 : 19 -21 (2011) 

Tohoku Weed J. 

研究・技術情報

秋田県におけるダイズほ場へのマルバアサガオ (Ipomoeapurpurea) の侵入

佐藤健介＊，三浦恒子＊

Invasion of naturalized Ipomoea purpurea into a soybean field in Akita prefecture 

Kensuke Sato* and Chikako Miura* 

キーワード：帰化アサガオ類，マルバアサガオ，ダイズ，秋田県

はじめに

近年，愛知県及び九州北部地方など西日本を中心とし

たダイズほ場で帰化アサガオ類の侵入によるダイズ生産

への被害が深刻化している（徐 2007;保田・住吉 2010)。

しかし，帰化アサガオ類の生態については未だ不明な点

が多く，有効な防除法が確立されていないことから（澁

谷 2008), 一度ほ場への侵入を許すとその後の定着と蔓

延を免れることは難しい。渡邊らが2008年9月～ 11月に

行った調査では，束北地方のダイズほ場において福島県，

宮城県，山形県，岩手県で帰化アサガオ類の発生が確認

され，秋田県での発生は確認されなかった（渡邊ら

2009)が，帰化アサガオ類の分布域と被害は北上してい

ることから，本県への侵入と定着が懸念される。帰化ア

サガオ類等の新たな帰化雑草の秋田県内ダイズほ場への

侵入と定着を防ぐためには，発生と侵入の実態を知るこ

とが必要となることから， 2010年6月から 10月にそれら

について調査した。

調査地と調査方法

調査 1：観察調査によるダイズ畑における帰化アサガオ

類等発生状況の確認

観察調査は，県北地域2市，中央地域3市，それぞれ l

市 1地区から，県南地域では， 4市2町において 24地区

から，各地区の平均的な雑草発生の様相を示す合計 51

ほ場（第 1表）を対象に 2010年6月22日から 10月4日

の期間において発生状況を確認した。観察調査はダイズ

ほ場の畦畔及びほ場内にて行い，帰化アサガオ類と難防

除帰化雑草であるアレチウリ，ワルナスビ，イチビにつ

いて出現の有無を確認した。なお，県南地域は秋田県に

おけるダイズ作付面積の 34％を占める産地であり，多

様な栽培管理条件のほ場が存在する地域であることから，

全調査実施ほ場の 9割が集中した。

調査 2:ほ場来歴等の聞き取り調査

調査ほ場を管理する生産者及び組織経営者計 51戸に

対し，調査実施ほ場のダイズ連作年数，堆肥施用状況に

ついての聞き取り調査を 2010年 10月から 11月の期間に

実施した。

結果

1) 帰化アサガオ類等の発生状況（調査 1)

調査ほ場のうち，横手市の 1ほ場のみで県内では初め

ての事例となる帰化アサガオ類の発生を確認し，その後

マルバアサガオ (/pomoeapurpurea) と同定した。確認し

たマルバアサガオは 10aの調査ほ場の畦畔部に 3個体発

生しており，そこからほ場内へと侵入していた（第 1

図）。ダイズ株への絡みつきやダイズ生育の抑制等の被

害はなかった。同ほ場内で確認されたアレチウリは，ほ

場全体に発生しており，その発生量は 8本／m程度で，

発生箇所におけるダイズ株への絡みつきが認められた。

2)侵入ほ場におけるほ場来歴との関連（調査 2)

調査を実施したダイズほ場におけるダイズ連作年数は
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第 1表 調査実施地区と各地の雑草発生状況及び聞き取り調査の結果

雑草発生ほ場数 I) 堆肥施用 3)

地域 市町 調査ほ場数 その他帰化種
大豆 2)

の状況 施用堆肥
帰化 連作年数 の原料

アサガオ類ァレチウリワルナスビ イチビ 施用 未施用

大館市

゜ ゜ ゜ ゜
20 鵡糞

県北
能代市

゜ ゜ ゜
12 

゜潟上市

゜ ゜ ゜ ゜
2 

中央 秋田市 I 

゜ ゜ ゜ ゜
I 

由利本荘市 l 

゜ ゜ ゜ ゜
7 I 

大仙市 3 

゜ ゜ ゜ ゜
10 l 2 複合 4)

仙北市 4 

゜ ゜ ゜ ゜
4 4 

゜
複合

美郷町 7 

゜ ゜ ゜ ゜
2 7 

゜
複合

県南
横手市 複合23 1 I 

゜
I 3 8 15 

湯沢市 6 

゜
1 2 2 3 

゜
6 

羽後町 3 

゜ ゜ ゜ ゜
3 

゜
複合

l)各市町調査ほ場における発生ほ場の数。

2)各市町調査ほ場における大豆連作年数の実数及び平均値。

3)調査ほ場における堆肥施用ほ場及び未施用ほ場数。

4) 牛糞 ・ 豚糞 ． 鶏糞 • もみがら等を一定割合で配合した複合原料堆肥。

第 1図 県内では初めての事例となるダイズほ場へ侵入したマルバアサガオ

秋田県横手市のダイズほ場における畦畔部で発生を確認し，その一部はほ場内へと侵入していた。

I ~20年で，平均は約4年であった（第 1表）。連作年数

と各種雑草の発生程度との関連は認められなかったが，

マルバアサガオが侵入したほ場のダイズ連作年数は 7年

であり全地点の平均を上回っていた。

次いで， 堆肥施用状況は 51ほ場のうち堆肥を施用 し

ていたほ場は 24 ほ場であり ， 牛糞 ・ 豚糞．鶏糞 • もみ

がら等を一定割合で配合した複合原料堆肥が 23ほ場と

その大部分を占め，マルバアサガオが侵入したほ場につ

いても複合原料堆肥が施用されていた（第 1表）。

考察

1) 連作と堆肥の継続施用について

帰化アサガオ類は，耕起作業等による撹乱及び除草に

よる密度低下の機会が耕地に比べ少ない畦畔から侵入す

ると考えられているが（澁谷 2008)，今回の調査でも同

様な事例が観察された。また， 堆厩肥に混入した雑草種

子が不完全な発酵によ り死滅していない場合，それが農

耕地に投入されると，発芽可能な雑草種子が農耕地に拡

散すると考えられているが（清水 1998)，マルバアサガ

オが侵入していたほ場におけるダイズ連作年数は 7年と

長く，その期間継続的にほ場へ投入されていた複合原

料堆肥がマルバアサガオの発生源となった可能性も考え

られる。

2)その他の栽培管理条件と地理的要因について

マルバアサガオが侵入したほ場では，ダイズ品種コス

ズを作付けしており，薬害発生の恐れがあることから生
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育期間中の茎葉処理剤を使用していなかった（秋田県農

作物病害虫・雑草防除基準平成二十二年度版）。また，

複合品目との管理作業が競合するため，適期の除草管理

作業が行えなかったことなどが，マルバアサガオ及びア

レチウリ等の帰化雑草の侵入と定着を助長した原因と考

えられる。

一方，収穫時にコンバインに入り込んだアサガオ類の

種子がほ場問の拡散に関与していると考えられているが

（平岩ら 2009)，マルバアサガオが侵入したほ場で作付

けされているダイズ品種コスズの成熟期は，地域の主要

ダイズ品種リュウホウに比較して遅く，コンバイン収穫

作業が最も遅く実施されていたことから，マルバアサガ

オのほ場間拡散はなかったものと推察される。

帰化アサガオ類の分布域は徐々に拡がっており，その

被害は南から北J::している。しかし，本調査においてマ

ルバアサガオ及びその他帰化種の発生が県南地域のみで

確認されたのは，県南地域の調査実施ほ場数が全調査実

施ほ場数の 9割と多かったことによるものと考えられる。

おわりに

今回の調査結果は県内の各地域地域振典局と農協等の

指導機関で共有し，分布拡大の防止に役立てることとし

た。ただ，本研究の範囲内では，県内全域における侵入

状況とその侵入源について明らかにすることはできてい

ない。帰化アサガオ類を含む難防除雑草の定着と拡大を

防ぐため，今後，指導機関の連携を強化して監視を強め

るとともに，生産現場への啓発及び指導活動の促進を

図っていきたい。
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